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拝啓 時下ますますご清祥のこととお喜び申しあげます。 

 本会諸事業におきましては、平素より格別のご支援、ご協力を賜り厚くお礼申しあげます。 

 さて、地方自治体においては職場での人事評価制度の活用を進めるうえで、評価結果の甘辛や職員からの不満、

評価訓練における効果的な研修の見直しや、制度の立て直しについて頭を抱えていたりしませんか。 

 今回は、人事評価制度設計・研修に数多く携わってきＮＯＭＡチーフコンサルタントの鈴木由朗講師をお招きし、

人事評価制度の運用と立て直しのポイントを解説いたします。望ましい制度構築や活用方法について参加者同士の

意見交換の時間を設けながら NOMA 講師派遣支援業務の説明会を開催いたします。 

時節柄、公務ご多忙の折とは存じますが、この機会に関係各位多数のご参加をお待ち申しあげます。 

敬具 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■実施要領 

 

 

 

 

 



プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人日本経営協会九州本部 行  ＦＡＸ ０９２－４３１－３３６７         
 

「人事評価制度の効果的な運用と見直し（無料）」参加申込書 H30 7/23(月)福岡開催 

団体名 
 

 
TEL      ―      ― ＦＡＸ      ―      ― 

所在地 

〒     ― 

 

担当者 E-mailｱﾄﾞﾚｽ 

 

参加者 

氏名① 
 

所属 

役職 
 

連絡担当者 

氏 名 

 

参加者 

氏名② 

 所属 

役職 
 

連絡担当者 

所属役職 
 

※参加申込書にご記入いただいた情報につきましては、①参加券発送等の事務処理、②セミナー・イベントなど本会事業のご案内に
使用いたします。②がご不要な場合は□にチェックしてください。⇒ □不要  

 

 

 

 

講師紹介 
 
 

一般社団法人日本経営協会チーフコンサルタント 
 

パブリックマネジメント研究所 所長 
 

(社)全日本能率連盟認定マスター 

マネジメント・コンサルタント 

  

         鈴木 由朗  

（すずき よしろう） 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

人事評価制度、目標による管理、その他

人事制度等に関するコンサルティング、人

材育成基本方針等の策定、配置職員数等の

調査分析などを専門とし、地方自治体を中

心とする研修講師・コンサルタントとして

幅広く活躍。 

 

青森県、島根県、福島市、松江市、前橋

市、東松山市、さいたま市、瀬戸市、芦屋

市、佐賀市、佐賀広域消防本部、熊本市、

玉名市、彩の国さいたま人づくり広域連合、

川越市、武蔵村山市、船橋市、島田市、徳

島県自治研修センターほか多数団体にて研

修を実施。 

 

主な著作として、「人事考課で活力ある組

織づくり」（『地方自治職員研修』２００１

年１０月号より連載）、「変革の時代の自治

体人事政策」（『地方自治職員研修』２００

２年４月号より連載）などがある。 

時  間 カリキュラム 

参加者意見交換（20 分間） 

 

発表・情報共有（15 分間） 

 
 

NOMA 事業説明・アンケート記入 

課題１ 目標がうまく設定できない 

・上司の意識が目標管理の妨げになっていないか 

・設定目標は重要な課題に絞る 

・上司の目標は部下目標と同じで良いか 

・目標の書き方に関する能力を高めるには 

・目標はすべて明確に書けるとは限らない 
 

課題２ 業績の評価の仕方に問題はないか 

・業績評価は組織への貢献を評価するもの 

・業績評価の方法を再検討する 

・難易度の判定の仕方を難しくしないこと 

・達成度、難易度以外の評価基準は必要ない 

・上司等の応援、心身の不調等があった場合の達成度の 

判定 
 

課題３ 評価者の違いによる甘辛の差が大きい 

・職ごとの役割、求める能力は明らかであるか 

・評価者訓練の種類と活用の仕方 

・人事評価の実施から評価確定までの流れ 

・評価結果を是正する方法は 

・１次評価を点検してから２次評価を行う 

・統計的手法を活用した是正方法と留意点 

・自己評価に影響を受ける人の傾向と対策 
 

課題４ 期末面談と開示面談はうまく機能しているか 

・面談は部下のために行う 

・期末面談のタイミングと開示面談 

・面談をうまくやるには訓練が必要 

・評価結果の開示の範囲 

・開示の伝達方法 

・面談者、その他の注意点 


